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平成23年度から本学の授業評価アンケートが
変わります。授業評価アンケートの目的は「より質
の高い教育を行うために、学生の声を反映させた
授業改善を行うための貴重な資料を得ること」で
した。今回の変更では、授業改善を「迅速に」か
つ、「どのようなところから」行っていけばよいかに
ついて、これまでよりわかりやすい示唆を得られる
ようになります。主な変更点は以下の通りです。

●アンケートの実施回数及び設問
各学期に実施可能な回数を最大3回から2回

へ変更します。また、これまでは3回とも同じ設問で
したが、今後は学期中の授業改善に活用するため
の「中間アンケート」と、次学期以降の授業改善に活
用するための「最終アンケート」で設問を変えます。
「中間アンケート」はすぐに改善可能な8項目に限定

し、「最終アンケート」では詳細な分析（後述）に耐え
うる20（外国語科目は19）項目を採用します。

●詳細な結果を記載した
　「フィードバックシート」の返却
「最終アンケート」では、これまでより詳細な分析
を施します。その結果は「フィードバックシート」に
記載され、各先生方へ返却されます。「フィード
バックシート」の記載内容は、これまでの単純集計
（平均値と度数分布）に加え、「充足度と重要度の
プロット図」並びに「学生回答と教員回答のギャッ
プ」です。各項目で「強くそう思う」「そう思う」の回
答者割合を偏差値化した値を「充足度」、設問項
目のうち総合指標となるものと各項目の決定係数
を偏差値化した値を「重要度」とします。各項目の
「充足度と重要度のプロット図」を掲載することで

「どの項目から改善すべきか」を平均値の高低以
外からも考察することができます。また、教員にも
学生と同様の設問に回答して頂くことで、学生との
意識のギャップを知ることができます。それぞれの
科目について、授業改善の方向性を多面的に考
えることが出来るようになる点が特徴です。

その他の内容については「授業評価アンケート実
施手順」をご覧ください。教育開発支援センター
のWebサイトで閲覧することが出来ます。

センターの書架にあった大学教育学会の
学会誌を手すさびに読んでいると、初めて
同学会の講演大会に出席した折の講演録が
目にとまりました。大学における「教育と
研究」に関するテーマについて何名かの先
生方が登壇されたものなのですが、特に印
象深かったのが、立命館大学（当時東海大
学）の安岡高志先生の、「発表論文数」と「授
業評価アンケート結果」の相関についての
ご講演でした。

その講演で安岡先生は、データ解析の結
果「発表論文数」と「授業評価アンケート
結果」については「相関なし」であったと
され、そして結びとして「授業評価アンケー
ト」と「論文発表数」とをデータとして用
いることが、そもそも「良いこと」なのか
という点に疑問が残るとおっしゃられたこ
とが強い印象として今でも残っておりま
す。ただ、この安岡先生の解析の結果や提
示された疑問については、教員個人レベル

での問題にとどまらず、各大学の根幹的な
問題に関わるような非常にデリケートな議
論（いってみれば「研究大学」か「教育大学」
か、といったような）をも含みこんだ内容である
と感じますし、かなり「untouchable」な話題
であるような気もいたします。しかし、そ
れであってもなお、教員一人ひとりが真摯
な態度で受け止めるべき事柄であるように
思えてなりません。

「教育」と「研究」と
rom Fセンター長

　教育開発支援センターでは、高等教育に関する様々な書籍をご用意致しております。市販の図書に加え、各
大学の紀要や報告書等も充実しております。閲覧・貸出は自由ですので、お気軽にお越しください。ご推薦
頂ける書籍等も随時受け付けております。教育開発支援センター（千里山キャンパス第2学舎1号館1階）ま

でお気軽にお問い合わせください。今回は、教育の諸理論を網羅する事典類と高等教育を概説する書籍を中心にご紹介します。

●教育学の諸理論に関する書籍
『教育工学事典』　日本教育工学会（編）（実教出版）
『教育思想事典』　教育思想史学会（編）（勁草書房）
『現代カリキュラム事典』　
　　　日本カリキュラム学会（編）（ぎょうせい）
『「学び」の認知科学事典』　
　　　佐伯胖（監修）　渡部信一（編）（大修館書店）
『教育学年報7　ジェンダーと教育』　
　　　藤田英典、黒崎勲、片桐芳雄、佐藤学（編）（世織書房）
『教育学年報8　子ども問題』
　　　藤田英典、黒崎勲、片桐芳雄、佐藤学（編）（世織書房）

『教育学年報9　大学改革』
　　　藤田英典、黒崎勲、片桐芳雄、佐藤学（編）（世織書房）
『教育学年報10　教育学の最前線』　　
　　　藤田英典、黒崎勲、片桐芳雄、佐藤学（編）（世織書房）

●高等教育を概説する書籍
『高等教育概論―大学の基礎を学ぶ』　
　　　早田幸政、諸星裕、青野透（編著）（ミネルヴァ書房）
『高等教育入門―大学教育のこれから』　
　　　早田幸政、諸星裕、青野透（編著）（ミネルヴァ書房）
『大学教育学』　
　　　京都大学高等教育研究開発推進センター（編）（培風館）

書籍紹介（いずれも貸出可能です）
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「自校教育」に思う
現在、多くの大学において、初年次教育のカリキュラムの中に自
校教育が組み込まれている。その多くは、大学の建学の精神や歴
史・今後の展望等、いってみれば大学の「これまで・いま・これから」
を、入学したばかりの初年次学生に伝えるものであり、学生に大学
への帰属意識や愛校心を持たせることを目的としているもののように
思われる。
昨年末の12月22日に、自校教育をテーマにした寺﨑昌男先生

の特別講演会が、学内において行われた。この講演会は本学の
全学共通教育K群科目の「関西文化圏と関西大学」の特別講義
として開催されたこともあり、会場には多くの学部学生の姿を見るこ
ともできた。講演のテーマとしては「『自校教育』とは何か －「自分
は今どんな大学にいるのか」この大切な問いにむかって－」であっ
た。実践者であるだけでなく自校教育そのものの提唱者であられる
寺﨑先生ならではのテーマ設定である。寺﨑先生がこれまで立教
大学で実践されてきた自校教育の歩みとその内容について、事例
を交えつつのご講演であった。
寺﨑先生のお話の中で、筆者にとって特に印象に残ったのは、

自校教育を行うことによって大学が在籍学生にとっての「安心できる
居場所」となり、また卒業生にとっては「安心できる寄港地」となる
という点である。
自校教育に関してよく耳にすることとして、「自校教育を行うことは、
学生の内面にその大学の学生であるというアイデンティティを形成
し、それは良いことである。よって必修化すべきである。」といった

類のものがある。これはあくまで私見ではあるが、軽い違和感を覚
えてきた。大学に入学したすべての学生にとって、その大学の学
生であるというアイデンティティは果たして必須なものであろうかという
疑問からくる違和感である。いいかえるなら、学生が大学以外の
何かにアイデンティティを求めそこに拠って立つことがあってもよいの
ではないか、大学に入学したからといってすべての学生が全く同じ
アイデンティティを持つことを必須にすることが必要なのだろうかとい
う違和感である。
そこへいくと寺﨑先生が講演中におっしゃった、自校教育

を行うことが学生や卒業生にとって大学を「安心できる居場
所」で「安心できる寄港地」にするということであるならば、
なぜ自校教育が重要なのかについて非常に腑に落ちる思いで
あった。つまり、自校教育を行うことが、将来へのキャリア
パスを模索しアイデンティティを形成する苦しみに悩む学生
にとって「安心して」軸足を置くことができる場所へと大学
を変化させるのである。そういう視点からであるならば、昨
今の学生を取り巻く現状を思うにつけ、自校教育の重みにつ
いて感じ入った次第であった。
本学においても、自校教育を目指した科目が全学共通教育
科目のK群科目の中に設定されている。それらの科目につい
て、学生が在籍大学をよく理解し「安心できる」場所と感じ
ることが可能となるものであるかどうか、粘り強く検討・改
善を続けねばならないと思いを新たにした講演会であった。
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